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2) 拙稿， 19世紀中葉期イギリスDブァー ニスにおける地主掌握下の鉄道建設 大土地所有貴
族と鉄道業 (2)r経揖論叢」第136巻，第5，6号. 1985年を参照。
19世紀中葉j明イギリスのファーニスにおける鉄道建設と鉄鉱山業 (625) 85 
しかも地主掌握下で建設された鉄道にふさわしいものであった。
取締役会は，すでにオリジナノレ・ライ Yの開通以前に，半島の東西の玄関に
あたる Broughton およびウルゲアーストン Ulverston への幹線の拡張と、













め J.Melvill & J. L. Hobbs， EarIy Railuαy H is'tory in Fuη四 s.Cum herlanrl & 'We~tmor 
land Antiquarian & Archaeolgical Society， Tract Series. No. XIII， 1951， pp. 36-39， ].0 
Mars!mll， Furne:i!;叫 dμelndustrial Revolution， 1958， pp. 266-7 この決定は1845年11月1
日目臨時取締役会でおこなヌつれたものであり，それは， 1850年にファ ニス鉄道の Brought叩
駅と連結する ζとになる Whiteheven& Furness Junction Rly. -一一この鉄道会社は，取締世合
会長に Whiteheven周辺に広大な炭部所領を所有する Lonsdale伯を1頁き， ファーニス鉄道同
様地主利害が支配する鉄道であった がすでに発起されていたこと，および Lancaster& 
Carlisle Rlyが， Greenholdを経由して Ulverstonfこいたる拡張線計画(実際に建設されなかっ
た〉を発表していたことに，対応してなされたものである。この拡張計画のためり株式応募には，
オリー 〆ナル ライソのときとおなヒように鉄鉱石商人の応募者は Hari朋n，Aimile & Roper 
Coのみであった。この鉄道の株主構成の特徴については，拙稿第2論文を参照せよ。




















19世紀中葉期イギリスのファー ニスにおける鉄道建設と鉄鉱山業 (627) 87 





の買収円を経て. 1848年にバロウ港締法 BarrowHarbour Act 港の維持・
改善および港湾莱務の監督権限に関する法一ーを獲得し，それに基づいてハロ














6) Joseph Fisher， Potular Histoη 01 Bam四 -in-Furness，1891， pp.42-44. S. PoIlard， Bar 
m京一in-Furnessand the Seventh Duke of Devonshjre， Economic History Revieω" voJ. 18， 
no. 2. Dec. 1953， p.2ユ3，]. D. Marshall， op. cit. pp. 197-8 
7) 1. Melvill & J. L. Hobbs， op. cit. p. 24， 1.D. Marshall， op. C伝， p. 188. 
8) J. Melvill & 1. L. Hobbs， op. cit.， p.61， J.D. MarshalI，伸一 cit.p. 215 
め この委員会には MontgueAinsile以外の鉄鉱石商人は含まれていたかった。なおファ ヱス
鉄道からの借入金は，四， !i5年町一つ円 RflrrowHarbouT Actに基づいて それぞれ5，OOO;J日ソ
ドと30.000ポンドとな勺ていた.J. MelviU & J. L. Hobbs， op. cit.， p.61-62， Appendix， pp. 
67-68， 1.D. MarshaJl， op. cit.， pp. 197-8， 215 
88 (628) 第137巻第6号






るロンドYの富裕な金融業者 JhonAbel Smith との対立とその帰趨である。







にはスミスによるビーノレ港と Lindal Mines 者結ぶ鉄道法案の提出にまで発
展した山。当然，これに対してファーニス鉄道会社は彰j幼に反対し，議会の通
過を首尾よ〈阻止し，その翌年にスミスから Roa 島およびピーノレ港に関する
10) Joseph Fisher. ()ム cit.，p. 76. J. Melvill & J. L. Hobbs， op. cit.， pp.12-13， 28-32， S 
Pollard & J. D. Marshal1， Furness Railway and the Growth of Barrow， Journal of Trans 
port History，、01.1， no. 2， 1953， pp. 110， 113， 1.D. I¥在arshall，op. cit.， pp. ] n， 1.82， 189-
190. J. A. Smith OJ Preston & Wyre Rly. Co における持株ば， 1955年までの応募総額。
27Jdに達していえ。 ζれにつ"ては， S. A. Droadbridge， The Early Capital Mnrkct; the 
L阻 cashireand Yorkshire， Economic History Revuω" vol. 8， No. 2， Dec. 1955， p.204， 
note辺を参照せよ。
11) 1847年の築堤建設持に結ぼれた協定には> Piel港の世用規定についてはどんな規定も含まれ
ていなかった。この協定の欠陥を利用して， J. A. Smithは，アァーニス鉄道会社にとって受け
入れ難い条件を提示した。これを拒否しだファーニス鉄道会社は，その桂』法定料金での埠頭利
用を要求する訴訟(敗訴)，蒸気船サ ピスのノミロウ糟への移動など，公然たる闘争を展開した.
これについては， ]. Melvill & J. L. Hobbs. 0ρ cit.， pp. 28-31 
12) ibid.， p. 31， J.D. Marshall，op. c仏， p. 214この法案は，ファーニス鉄道の拡張線工事の入
札に失敗した JohnBarraclough Fell of Spark Bridge ワァー ニス鉄道会社の株主であ b，
1854年には CentralItarian Rlyの建設にも関与した国際的な鉄道建設業者でもあった と
協同し-c， Furness and Pid Harbuur Railway Billとして上程された。




















13) J. Mel、，iUた1.L. Hohhs， op. cil. p. 32， S.Pol1ard & 1.D. Marshall， ot. cit.， p.113， J 
D. Marshall， op. cit.， p.214. 
14) Burlinghton's Dairy of 11 3 1853 quoted in J. D. MarshaU， op. cit.， p.214， note 5 
15) 訪id.，p. 205 
16) 聞知のように，この時期のイギり λ 鉄道会社は，その公共同性格から，賀本額〈株式資本額と
社巨額〕と強制土地購入権について会議が個別に許可していた。 1846年の拡張線法の獲得に際し
て鉱山軌道のため白土地についての権利も獲得していた。 これについては， ]. Melvilt & J. L 
Hobbs， op. cit.， Appendix， p.66 

























これとは逆に，メロウ港の通商規模は 39年には， ウノレヴアースト Vのそ
の3分の 1 (約 250隻)にすぎなかったが， 4~竿には 3倍にも増加してい
18) S. PoEard & J. D. Ma悶haIl， op. cit.， p.109 
19) Francis Leach， Barro加 in-Furness，its Rise and Progress， 1872， p.'15， Joseph Fisher， op. 
，'・.p. 36， AlfIed FeUl The Early Ir叩 Industry0/ Furness and District， 1st ed. 1908， 
rep. 1968. p. 303， S.PoIlard， op. cit.， p.213. 
20) Alfled Fell， op. cit.， p.76 
























23，928 35，360 48 




年 同ロ数| 鉱石総生産高 i三竺型空量産量三，"
15 I 364，685トン(1日0%)I 332，673 Iン〈叩.1%)I 18，5121ン(5，7%)
21 I 336，829 (100) I 313，797 (90.1) I 19，181 丘4 ) 
22 I 464，8日 (100 ) 1 445，013 (59.6) 1 時 制 (3.5 ) 1856 









21) J. Melvill & J L. Hobbs， op. cit. p. 61， J.D. Marshall，op. cit，. PI=九 187. 1848-49年のパ
ロウ港の通商規模を示ぜば， 下去のとおりである。 また1845年の積出鉱石15C叩00トンは， ファ
ユース鉄鉱石生産高のほぼ'"パー セットを占める。
一干片函証一瓦扇子瓦丁 Jt，五右
1848 I 1413童 120，000トノ 100.000トノ
1849 I 1911 IfiO.OOO 150，000 


















10-3 回目印 65 70 75 幅200ヤド(約182m)，延長300




23) ibid.， p.205-. 
24) Joseph Fisher， op. cit.， pp. 113寸23.





れた引用は， 25，OOO~35，OOO ポンドにもF達した。 この H.W. Schneider (J)活動については，
]oseph Fisher，op. ci九 pp.69， 115--117， J.D. Marshall， op. cit.， pp. 202-204 
26) J D. Marshall， op. cit.， pp. 203.英国史上最大のへマタイト鉱脈は， 1856年にファーニス地
)jに隣接する Cumberland四日adbarrowにある Lonsdale伯所餌 c発見された都脈であった。
これについては，V. H. C. Cumberland， vol. 1， pp. 396-398 
27) J. D. Marshall， ot. cit.， p.204. note 1また， ]oseph Fisher によれば， この鉱山の産出高
民間坑以来， 目産1，000トンであったといわれる (Oo.，op.ci九 p.116)。






































28) この製鋼法は，周知りように， 1879年に発明さ札た塩基性法と結合されるまではj 耕隣銑の利
用を技市泊包に前提していた3 したがって， ζの製鋼法の普及は，無燐銑の原料となるヘマタイト
鉱石の新たな需要を生み出したことは賀言するまでもな、、。 ζのベッセマ ・フー ムは』ファ
ニスにおける当時世界最大町ベッセマー工場を擁する BarrowHearnatite Steel Co. !l)設立をも
巻き込んで展開したDであるが，これについては，本稿に続し供造建設による「資本主義上部
構造」の創出を取扱う別稿におい亡とりあげる。
29) こりフア エス拡山業の生産規模拡士については， Fruncis Leach， op. et't.， 11-25， J.Fisher， 
op. Ctんpp.112-117. J. D. Marshall， op. cit.， pp. 201-209， 258-8， Alan Birch， The Economic 
Histo叩 01the British lron即 dSteel Industry， 1784-1879， 1967， pp. 137-138. 
30) この時期の発達についての研究および同時代人の置述比， もっぱら，その数畳的な考察にとど
まり.生産形態についての言及はほとんど見られない。実際にも，それについての史料は皆無に















られていたo J. D. -<ー シャノレは， 1871年にこの地域の鉱山を見聞したある鉱
山技叩の証言に基ついて，この地方の採鉱技術の旧態依然たる遅れた状況を指










31) ibid， p.258. J. D. Marshallは. 1871年7月28日付“TheEngineer"の記事に基づいてい
る。
























22) 鉱ラたが居住しないパロウを除〈ドー ルト γ教区の人口は， 1851年に4，083λ.61年に仇017人， 71 
年に乱983人であった。したがって，ここでは日年代にL白4人.60年代に2，966人が増加した。こ
れは，白熱増によるものではなし他地域からの人口流入による。曲方，他のすべて町教区白人
ロ流出ほ.50年代に2.760人.60年代に2.697人であった。 V.H. C. Lancaster， vo1. U. pp.340-
341， S.Pollard & J目D.Marshall，中 cit.，p. 115， J.D. M日shall.叩 cit.，pp. 235-240， 353-4. 
33) S. Pollard & J. D. Marshall.op. cit.， p.117， J.D. Marshall，op. cit.， p.246. 

























34) ibid.， pp. 307-311 





















35) S. Pollard，中 cit.，p. 214. 
36) S. Pollard， North-West Coast Railway in the Eighteen-Sixties. Tr即日ctions0/ the 
Cumberlaηd & Westmorland Antiquarian and Archaeological Society， vol. LII CN. S.)， 1958. 
pp. 161， 177. S. Pol1.'lTrl札 イギリス鉄道の平均配当率〈普通杭〉が， 1863---66年においては
4%であり， 1870--73年においては4..53百であったことを明らかにしている。 ファー ニス鉄道の
それは.18回 1874年におレて， 8 .96' ~lO%の聞を推移していたー。
37) Duke of Devonshire to W. E. Glandstone. 20 Feb. 1865， quoted in D. Spring， English 
Landowners and Nineteenth-Century Industrialism， in J. T. Ward & R. G. Wi1son (ed)， 
Land and Industry， 1971， p.2E 
98 (638) 第137巻錦6号






















では，この 28 の運賃は， どれほどの高さであったのだろうか。それが馬車
38) Directors' Minutes of F.且 224 1846， 27 Z 1847， quoted in J. D. Marshall， op.cit， P 
1:18， note 5 
39) ibid. pp. 188， 190， 195-6， 211 パロウ日ドー ルトン聞のトン当りに鉄鉱石輸送料金の推移を













































































































:j〕出 16却600〉 [:::;lm〕;:;l::l了:，449 332，673 1 365，000 1 
ililtztilt訪日
キ 7~12月の半年聞の数値。
[出典JRailway Returns micro reel 1， ].L. Hobbs， op. cit.， p. 45. (53~60年鉄鉱石愉送量〉




















は， 40，000ポンドから50，000ポY ドに達して， .たが， その大半がこの二人の貴
族によって取得された日。また，パ リy トγ伯のパーク鉱山からの地代収入
は， 1857年にはすでに年間 8，000ポンに達l-. その後も増えつづけ，開坑後45
40) ibid.， p.211. J.ロー マー シャルはl 他の鉄道のトン・マイル当りの運賃本が.2f.， 3f.， 3.5f で
あったのにたいし，ファー エλ 鉄道のそれは， 3d.2f.であったと指摘し iWhitehevenの鉄
鉱石商人一-WhitehevenJunction Rly.を利用していたが は，ファー ニスの商人に比して
鉄道輸送費で1トンの鉱石につき比を節約することができた」としている。
41) ibid.， p. 258 












さらに，鉱山使用料としてト γ当り地代 tonnagerent を規定していた。この
時期にはまだ凡ライディング・凡ケーノレ制が導入されておらず， トン当り地代










42) 1. T. Ward， Lanclowner and Mining， inJ. T. Ward & R. G. Wilson (ed.) o.ムcit.p. 114 
S. Pollard， Barrow-in-Furness， p.214， notc 4 
43) D. Spring， The Engli由 LandedEstate in the Age of Coal and Iron; 1830-1880， Journal 
01 Eco叩 micI-listory， vol. XI， 1951， p.5. 









ーニ月鉄鉱石生産高の約3分の lに相当する 2日6，000トγ の鉱石を生産する最








































帥 ζ こにほj 装置の償支費，負債利子，通行地1~，
埠頭世用料，管理費などが含まれる。
C出典 J.D. Marshal1， op. cit.， pp. 207-8 の叙述から作成。
-15) ]. Fisher， op. cit.， p.70， J.D.孔tlarshall，op. cit.， pp. 19引， 206-R 
46) H W. Shneiderは，こ白地域で鉱山菜を開始した後にも， 1849年に.Patent Copper Co の
設立に加わり， さらに， 51年には同社の銅製錬工場を吸収合併して設立された English& 
Australi阻 CopperCo.の取締役となり. 54年に同社り取締役会会長に就任した。 このときに
は，まだロン下ンに居住していたが， 60年代のはじめごろに，その住居をファーニスに移し，こ
こに定住した。 (ibid.，pp. 201-4， 206-9) 
























シリンクに跳上ったが， このときのそれは， 確かに， もっぱら買手の購買欲と支払能力によっ
之のみ規定さ札口、る価格としと"独占価椿を形成していたといえよう。 しかし， それ以前。
価格は，決してそうではなかっ7ι
48) K. Marx， Das Kapital， Bd. 111， S.652 
49) ibid.， S.651 




















50) 土地所有にとっての鉄道建設の芯義は， 同じ土地資本として， 19世紀イギりス農業の「黄金
時代jを特置づける地主による土地改良投資(たとえば，暗渠排水施設〉の意義とある種の類似
性をもつことはいうまでもない。この点でj 島惜二l 穀物法廃止後の土地改良， i経済論叢」第
119巻 1号から多〈の示唆を得たo Lかしそれは，鉄道が，その周辺の「土地の不可分な偶有




しても， 地主掌垣干の鉄道建設は， 土地所有者それ自身のうちに資本現を宿すζ とにな勺たの
である。その志味で，こり鉄道建設は，われわれが，男j稿で考察する。 土地所有一資本ョンプ
レヅクス Landownership.Capitalcomplexの本格的な展開の端著をなすものであった。















51) J. Fisher. op. cit. p. 23 これはI 1867年目円ロウ・ドック完成祝賀会で白スピ チの一節で
ある.
